
取組の効果

取組の様子

本校のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

＊児童・生徒数は、令和3年5月1日時点

東京都立光明学園

【日本人の自覚と誇り　日本の伝統文化を学ぶ】
● 毎年、茶道・華道・書道・邦楽の専門家を招聘し、体験を通して

伝統的な文化について学ぶ活動を実施。
書道では、1月に書初め大会を行い光書展を開催。

● 体験を通して自分でもできたという自己効力感が育まれた。
● 日本の良さを知り、興味関心が深まり、生涯学習への繋がりができた。
● 様々な人と関わる力がつき、コミュニケーション力が向上した。

【豊かな国際感覚「世界の皆さんこんにち輪」】
● 世界の国々5か国について調べ学習や体験学習を行い、

全校で発表学習を実施。大使館との交流や英語学習への
意欲に繋げている。

● 日本の文化を知り世界を知る活動の積み重ねができた。
● 児童・生徒が興味や関心をもつ音楽や食文化について自主的に調べるなど

学習意欲の向上が見られた。
● 多様性について学べる機会になった。

日本人の自覚と誇り

書道・書初め大会

邦楽鑑賞会

伝統文化の学びから生涯学習へ

華道体験

豊かな国際感覚
各国の調べ学習は、
何年も継続して取り
組んでいる国際理解
教育の活動。音楽や
民族衣装や言語など
興味関心の幅が広
がっている。

発表会の様子

◀オマーン国の学習

オペレッタ鑑賞▶

（肢体不自由）179人＊、（病弱）52人＊

東京都世田谷区
公立肢体不自由学校を母体とした国内初の伝統ある特別支援学校であり、肢体不自由
教育育部門と病弱教育部門の2部門を有し、高い専門性を活用し一人一人の能力と
可能性を伸ばし、自立と社会参加を実現する学校を目指している。


